
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
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複数の楽音再生装置と、それらを遠隔操作可能とする遠隔操作手段とを備える音楽再生
システムであって、
　各楽音再生装置は、第１入力手段と、楽曲情報再生手段と、第１記憶手段と、第１送受
信手段と、第１制御手段を備え、
　第１入力手段は、利用者から各種入力を受け付け可能とし、
　楽曲情報再生手段は、第１制御手段の制御にしたがって楽曲情報を再生し、
　第１記憶手段は、楽曲の再生順序を示す再生順序情報を記憶し、
　第１送信手段は、遠隔操作手段と各種信号の送受信を可能とし、
　第１制御手段は、第１記憶手段に記憶する再生順序情報が示す再生順序にしたがって楽
曲情報を楽曲情報再生手段に再生させると共に、第１送信処理と、第１受信処理を可能と
し、
　第１送信処理は、第１入力手段から送信命令が入力された場合、第１記憶手段に記憶す
る再生順序情報を設定情報として第１送受信手段に送信させる処理であり、
　第１受信処理は、第１送受信手段が受信した設定情報中の再生順序情報を第１記憶手段
に記憶させる処理であり、
　遠隔操作手段は、第２入力手段と、第２送受信手段と、第２制御手段と、第２記憶手段
とを備え、
　第２入力手段は、利用者から各種入力を受け付け可能とし、



音楽再生システム。
【請求項２】
　

音楽再生システム。
【請求項３】
　

音楽再生システム。
【請求項４】
　

音楽再生システム。
【請求項５】
　

音楽再生システム。
【請求項６】
　

音楽再生システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　この発明は、楽音を再生する楽音再生装置が複数の部屋に備えられた楽音再生システム
であって、各部屋にカラオケ装置が備えられたカラオケＢＯＸで用いるカラオケシステム
として好適なものに関する。
【０００２】
【従来の技術】
　従来、上記カラオケシステムとしては、複数の部屋に備えられたカラオケ装置と、カラ
オケＢＯＸの管理室に設けられたサーバーとが通信回線により接続されており、カラオケ
装置から送信されるリクエスト信号を受信したサーバーが、そのリクエスト信号により示
される選曲番号に対応する曲データをハードディスクメモリから読出して、その曲データ
を上記リクエスト信号を送信したカラオケ装置へ送信するものが知られている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　ところで、上記カラオケＢＯＸへ行き、ある部屋でカラオケをしており、時間切れにな
った場合に、利用時間を延長しようとしても、その部屋の予約がすでに入っており、他の

10

20

30

40

50

(2) JP 3868552 B2 2007.1.17

　第２送受信手段は、楽音再生装置と各種信号の送受信を可能とし、
　第２制御手段は、第２受信処理と、第２送信処理を可能とし、
　第２受信処理は、第２送受信手段が受信した設定情報を第２記憶手段に記憶させる処理
であり、
　第２送信処理は、第２入力手段から送信命令が入力された場合、第２記憶手段に記憶す
る設定情報を第２送受信手段に送信させる処理である

楽音再生装置は、第３記憶手段を備え、
　第３記憶手段は、楽曲情報の所定部分の再生禁止を示す設定状態情報を記憶し、
　第１制御手段は、設定状態情報にしたがって楽曲情報を楽曲情報再生手段に再生させ、
　第１送信処理は、第３記憶手段が記憶する設定状態情報も設定情報として第１送受信手
段に送信させ、
　第１受信処理は、第１送受信手段が受信した設定情報中の設定状態情報を第３記憶手段
に記憶させる請求項１に記載の

楽音再生装置は、第４記憶手段を備え、
　第４記憶手段は、少なくとも楽曲情報の音程を示す調整状態情報を記憶し、
　第１制御手段は、調整状態情報にしたがって楽曲情報を楽曲情報再生手段に再生させ、
　第１送信処理は、第４記憶手段が記憶する調整状態情報も設定情報として第１送受信手
段に送信させ、
　第１受信処理は、第１送受信手段が受信した設定情報中の調整状態情報を第４記憶手段
に記憶させる請求項１または２に記載の

楽音再生装置は、第１表示手段を備え、
　第１制御手段は、第１記憶手段が記憶する再生順序情報を第１表示手段に表示させる請
求項１－３のいずれか１に記載の

遠隔操作手段は、第２表示手段を備え、
　第２制御手段は、第２受信処理の終了時、記憶が終了したことを第２表示手段に表示さ
せる請求項１－４のいずれか１に記載の

楽音再生手段は、楽曲情報を受信する楽曲情報受信手段を備える請求項１－５のいずれ
か１に記載の



部屋へ移動せざるを得ない場合がある。
　このような場合、上記従来のカラオケシステムでは、時間切れになるまで利用していた
部屋のカラオケ装置で予約していた予約曲を次に移動した部屋のカラオケ装置により再度
予約しなければならず、非常に手間がかかるという問題がある。しかも、移動する前の部
屋で多くの曲を予約した場合には、その予約曲および予約順を移動した部屋で正確に再現
するのは困難であるという問題もある。
【０００４】
　そこで、本発明は、ある部屋で予約された楽曲情報の再生順序を容易、かつ、正確に他
の部屋で再現するとともに、その再現された再生順序にしたがって楽曲情報を再生できる
楽音再生システムの実現を目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、上記目的を達成するため、
　請求項１に記載の発明では、

という技術的手段を採用する。
【０００６】
　請求項２に記載の発明では、請求項１に記載の楽音再生システムにおいて、

という技術的手段を採用する。
【０００７】
　請求項３に記載の発明では、請求項１または請求項２に記載の楽音再生システムにおい
て、
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複数の楽音再生装置と、それらを遠隔操作可能とする遠隔
操作手段とを備える音楽再生システムであって、
　各楽音再生装置は、第１入力手段と、楽曲情報再生手段と、第１記憶手段と、第１送受
信手段と、第１制御手段を備え、
　第１入力手段は、利用者から各種入力を受け付け可能とし、
　楽曲情報再生手段は、第１制御手段の制御にしたがって楽曲情報を再生し、
　第１記憶手段は、楽曲の再生順序を示す再生順序情報を記憶し、
　第１送信手段は、遠隔操作手段と各種信号の送受信を可能とし、
　第１制御手段は、第１記憶手段に記憶する再生順序情報が示す再生順序にしたがって楽
曲情報を楽曲情報再生手段に再生させると共に、第１送信処理と、第１受信処理を可能と
し、
　第１送信処理は、第１入力手段から送信命令が入力された場合、第１記憶手段に記憶す
る再生順序情報を設定情報として第１送受信手段に送信させる処理であり、
　第１受信処理は、第１送受信手段が受信した設定情報中の再生順序情報を第１記憶手段
に記憶させる処理であり、
　遠隔操作手段は、第２入力手段と、第２送受信手段と、第２制御手段と、第２記憶手段
とを備え、
　第２入力手段は、利用者から各種入力を受け付け可能とし、
　第２送受信手段は、楽音再生装置と各種信号の送受信を可能とし、
　第２制御手段は、第２受信処理と、第２送信処理を可能とし、
　第２受信処理は、第２送受信手段が受信した設定情報を第２記憶手段に記憶させる処理
であり、
　第２送信処理は、第２入力手段から送信命令が入力された場合、第２記憶手段に記憶す
る設定情報を第２送受信手段に送信させる処理である

楽音再生装
置は、第３記憶手段を備え、
　第３記憶手段は、楽曲情報の所定部分の再生禁止を示す設定状態情報を記憶し、
　第１制御手段は、設定状態情報にしたがって楽曲情報を楽曲情報再生手段に再生させ、
　第１送信処理は、第３記憶手段が記憶する設定状態情報も設定情報として第１送受信手
段に送信させ、
　第１受信処理は、第１送受信手段が受信した設定情報中の設定状態情報を第３記憶手段
に記憶させる

楽音再生装置は、第４記憶手段を備え、
　第４記憶手段は、少なくとも楽曲情報の音程を示す調整状態情報を記憶し、



という技術的手段を採用する。
【０００８】
　請求項４に記載の発明では、請求項１ないし請求項３のいずれか１つに記載の楽音再生
システムにおいて、

と
いう技術的手段を採用する。
【０００９】
　請求項５に記載の発明では、請求項１ないし請求項４のいずれか１つに記載の楽音再生
システムにおいて、

という技術的手段を採用する。
【００１０】
　請求項６に記載の発明では、請求項１ないし請求項５のいずれか１つに記載の楽音再生
システムにおいて、 とい
う技術的手段を採用する。
【００１２】

楽音再生装置に記憶されている再生順序情
報を遠隔操作手段へ送信し、その遠隔操作手段により記憶することができ、また、その遠
隔操作手段に記憶されている再生順序情報を遠隔操作手段から楽音再生装置へ送信し、そ
の楽音再生装置に記憶することができる。
　たとえば、後述する発明の実施の形態に記載するように、ある部屋でカラオケをしてい
るときに、他の部屋へ移動しなければならなくなった場合に、上記ある部屋のカラオケ装
置に記憶されている予約曲リストデータを送信器へ送信して記憶させ、この記憶された予
約曲リストデータを上記送信器から他の部屋のカラオケ装置へ送信して記憶させることが
できる。そして、その記憶された予約曲リストデータにより示される再生順序にしたがっ
て曲データを再生できる。
　つまり、ある部屋で予約した曲を他の部屋で選曲し直す手間を省くことができる。
【００１４】
　 たとえば、後述する発明の実施の形態に記載するように、ある部屋のカ
ラオケ装置に、曲の３コーラス以降、または、後奏部分の再生を禁止する再生モードが設
定されている場合に、その再生モードを示す再生モードデータをカラオケ装置から送信器
へ送信して記憶させることにより、他の部屋へ移動した場合であっても、その送信器に記
憶されている再生モードデータを上記他の部屋のカラオケ装置へ送信することにより、そ
のカラオケ装置に設定されている再生モードを変更することができる。
　したがって、移動した部屋において、再生モードを再度設定する手間を省くことができ
る。
【００１６】
　 たとえば、後述する発明の実施の形態に記載するように、ある部屋のカ
ラオケ装置において、音程、エコー、ディレイおよび音量などを所望のレベルに調整して
カラオケをしていた場合に、その調整状態を示すアンプモードデータをカラオケ装置から
送信器へ送信して記憶させることにより、他の部屋へ移動した場合であっても、その送信
器に記憶されているアンプモードデータを上記他の部屋のカラオケ装置へ送信することに
より、そのカラオケ装置に設定されているアンプモードを変更することができる。
　したがって、移動した部屋において、アンプモードを再度設定する手間を省くことがで
きるし、移動する前の部屋の調整状態を正確に再現できるため、移動する前の部屋と同じ
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　第１制御手段は、調整状態情報にしたがって楽曲情報を楽曲情報再生手段に再生させ、
　第１送信処理は、第４記憶手段が記憶する調整状態情報も設定情報として第１送受信手
段に送信させ、
　第１受信処理は、第１送受信手段が受信した設定情報中の調整状態情報を第４記憶手段
に記憶させる

楽音再生装置は、第１表示手段を備え、
　第１制御手段は、第１記憶手段が記憶する再生順序情報を第１表示手段に表示させる

遠隔操作手段は、第２表示手段を備え、
　第２制御手段は、第２受信処理の終了時、記憶が終了したことを第２表示手段に表示さ
せる

楽音再生手段は、楽曲情報を受信する楽曲情報受信手段を備える

【作用】
　請求項１ないし請求項６に記載の発明では、

請求項２では、

請求項３では、



音響条件で歌うことができる。
【００１７】
　さらに、請求項４に記載の発明では 楽曲情報の再生順序を知ることができる。また
送信された再生順序情報 書き込まれた場合には、その書込により新しくなった再生順序
を知ることができる。
【００１８】
　またさらに、請求項５に記載の発明では 受信された再生順序情報 記憶が終了したこ
とを知ることができる。
　したがって、たとえば、後述する発明の実施の形態に記載するように、カラオケ装置か
ら送信される予約曲リストデータの記憶を終了したことが、送信器に設けられた記憶終了
表示用ＬＥＤの点灯により表示されるため、その点灯を確認してから部屋を移動すること
ができる。
【００１９】
　そしてさらに、請求項１ないし請求項５のいずれか１つに記載の技術的手段は、請求項
６に記載の発明のように、上記楽曲情報を受信する楽曲情報受信手段が備えられており
受信された楽曲情報を再生する楽音再生システムにおいて好適に用いられる。
　たとえば、後述する発明の実施の形態に記載するように、曲データを通信回線を介して
受信するカラオケ装置にあっては、選曲から曲データの受信までの時間が、従来のように
曲データが記録された光ディスクを再生するカラオケ装置よりも短く、その分、カラオケ
装置に多くの曲を予約できることから、多くの曲を予約した場合、移動した部屋において
曲の予約を再入力するのは非常に手間が掛かる。
　しかし、上記技術的手段を用いれば、カラオケ装置に記憶されている予約曲リストデー
タを送信器に記憶させ、その送信器から移動した部屋のカラオケ装置に記憶させることが
できるため、移動した部屋において曲の予約を再入力する手間を省くことができる。
【００２０】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の楽音再生システムの実施形態について図を参照して説明する。
　なお、以下の実施形態では、楽音再生システムの一例として、カラオケ装置が設置され
た部屋を複数有する、いわゆるカラオケＢＯＸで用いられるカラオケシステムを代表に説
明する。また、カラオケ装置としては、通信回線を介して曲が提供される、いわゆる通信
カラオケ装置が用いられるものとする。
【００２１】
　まず、上記カラオケシステムの主要構成について、それを示す図１を参照して説明する
。
　図１に示すように、カラオケシステム１は、ＡないしＪまでの１０室の部屋２，２・・
を有し、各部屋２には、楽音再生装置たるカラオケ装置１０がそれぞれ設置されている（
図２参照）。各カラオケ装置１０には、ＬＡＮボード５４がそれぞれ備えられており、各
ＬＡＮボード５４は、それぞれＨＵＢ４を介して通信回線５に接続されており、この通信
回線５は、管理室３に備えられたＨＵＢ４に接続されている。
【００２２】
　その管理室３に備えられたＨＵＢ４は、楽曲情報たる曲データの配信などを行うサーバ
ー５２に備えられたＬＡＮボード５４に接続されている。サーバー５２は、図示しないコ
ンピュータを備えており、後述するように、カラオケ装置１０からのリクエスト信号に応
えて曲データを送信する。サーバー５２には、曲データが蓄積されたハードディスクドラ
イブ（以下、ＨＤＤと略称する）６と、曲データの蓄積状態などをＣＲＴにより表示する
モニタ７とが接続されている。
【００２３】
　次に、カラオケ装置１０の主要構成について、それを示す図２を参照して説明する。
　図２に示すように、カラオケ装置１０には、カラオケ用の背景映像、歌詞を示す歌詞映
像、曲の予約状況を示す映像などをＣＲＴに表示するモニタ１２と、歌い手のモニタ用の
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、 、
が

、 の

、



モニタ１４とが備えられている。また、通信回線５を介しての曲データの受信、選曲、曲
の予約、選曲番号を示す選曲番号データが予約された順序に並んでいるデータ（以下、予
約曲リストデータと略称する）の他の部屋との送受信、表示手段たるモニタ１２，１４に
表示される映像の切替え、合成、分割などの各種制御を行う制御装置２０が備えられてい
る。
【００２４】
　さらに、マイクロフォン１７，１８から入力される音声と楽曲たるカラオケ曲とのミキ
シング、音声とカラオケ曲との音量バランス、エコー調整、ディレイ調整、ミキシング信
号の増幅、演奏される曲の音程制御（キーコントロール）、高音、低音の制御（トーンコ
ントロール）などを行うアンプ１６と、このアンプ１６から出力される増幅信号を音とし
て再生するフロアータイプの１組のスピーカ１１，１１と、天井用の１組のスピーカ１３
，１３と、制御装置２０を遠隔操作する遠隔操作手段たる送信器７０とが備えられている
。
　なお、アンプ１６、制御装置２０、スピーカ１１，１１およびスピーカ１３，１３が、
本発明の楽曲情報再生手段に相当する。
【００２５】
　次に、制御装置２０の装備について図３を参照して説明する。
　図３（Ａ）は、制御装置２０の前面パネルの説明図、同図（Ｂ）は、制御装置２０の背
面パネルの説明図である。
　図３（Ａ）に示すように、制御装置２０の前面パネルには、選曲する曲の番号の入力な
どを行うための０～９のボタンからなるテンキー２１と、制御装置２０を選曲可能状態に
し、また、選曲を確定するための選曲ボタン２２とが設けられており、テンキー２１の上
には、選曲された曲の番号を５桁の数字でＬＥＤ表示する選曲番号表示体２３が設けられ
ている。
【００２６】
　また、選曲番号表示体２３の左には、演奏が予約されている曲の数をＬＥＤ表示する予
約曲数表示体２４が設けられており、その下には、予約の取消を行うための取り消しボタ
ン２５と、演奏を停止させる演奏停止ボタン２６と、歌っている途中で最初から歌い直す
ための歌い直しボタン２７と、予約曲の間に割り込んで予約するための割り込みボタン２
８とが設けられている。これらボタンの下には、制御装置２０内に記憶されている予約曲
リストデータ、再生モードデータおよびアンプモードデータなどを送信器７０へ送信する
際に押す送信ボタン４９と、この送信ボタン４９を押したときに上記各データを送信する
送信窓５９とが設けられている。さらに、前面パネルの左上には、送信器７０から送信さ
れる光信号を受光する受光窓３８が設けられており、その左には、送信器７０から送信さ
れた後述する再生モードデータやアンプモードデータが記憶されて新たなモードが設定さ
れたことを示す設定終了表示用ＬＥＤ６５が設けられている。また、受光窓３８の下には
、制御装置２０の電源を立ち上げる電源ボタン３９が設けられている。
【００２７】
　また、テンキー２１の右には、ボーカルのメロディーラインの音量を設定するボーカル
ボタン３２と、２コーラス目までを再生する２コーラスボタン３３と曲の後奏部分をカッ
トする後奏カットボタン３４とが設けられている。
　さらに、その下には、カラオケを行うモードとカラオケを行わないモードとに切り替え
るカラオケ切替ボタン３５と、通信回線５を介して入力されるデータを曲データからＢＧ
Ｍ、有線放送、テレビ放送などに切り替える入力切替ボタン３６と、ＣＲＴ１２，１４の
表示をカラオケ店が提供しているサービス情報の表示に切り替えるサービスボタン３７と
が設けられている。
【００２８】
　また、図３（Ｂ）に示すように、制御装置２０の背面パネルには、曲データを保有する
サーバー５２（図１参照）から配信される曲データを受信する通信回線５を接続する通信
端子４０が設けられており、この通信端子４０の右方には、アンプ１６の音声入力端子１
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６ｊ（図６参照）と接続される音声出力端子４１と、アンプ１６の入出力端子１６ｈ（図
６参照）と接続される入出力端子４２と、モニタ１２の映像入力端子（図示省略）と接続
される映像出力端子４３と、モニタ１４の映像入力端子（図示省略）と接続される映像出
力端子４４とが設けられている。
【００２９】
　次に、上記制御装置２０の制御系の構成について、それをブロック図で示す図４を参照
して説明する。
　制御装置２０には、曲データの送信要求、選曲、音声制御、映像制御、曲の演奏順序の
予約、演奏順序の変更および送信器７０との予約曲リストデータなどの送受信などをプロ
グラムにしたがって行うＣＰＵ４５が備えられている。このＣＰＵ４５には、選曲された
曲の番号を示す選曲番号データ、予約された曲の選曲番号データおよび送信器７０から送
信される予約曲リストデータなどを一時保存するＲＡＭ４６と、送信器７０から送信され
るコマンドに対応する制御コマンドなどが記憶されたＲＯＭ４７と、送信器７０から送信
される再生モードデータ、ＣＰＵ４５による演算結果などを一時保存するＲＡＭ４８と、
アンプ１６および送信器７０から送信されるアンプモードデータを記憶するＲＡＭ５０と
が接続されている。
　なお、上記ＲＡＭ４６、ＲＡＭ４８およびＲＡＭ５０が、本発明の第１の記憶手段に相
当する。
【００３０】
　また、ＣＰＵ４５には、サーバー５２から通信回線５、通信端子４０およびＬＡＮボー
ド５４を介して入力される曲データを蓄積するＨＤＤ５１が接続されている。このＨＤＤ
５１には、上記各制御、後述する各回路の動作制御をＣＰＵ４５に実行させるためのプロ
グラムなどが記録されている。さらに、ＣＰＵ４５には、タイマ５８のカウントにしたが
って曲データに含まれるＭＩＤＩデータをＭＩＤＩ音源５７へ書き込む制御を行うシーケ
ンサ５６と、ＭＩＤＩ音源５７から出力される音楽信号を入力してアンプ１６により増幅
可能な信号に変換する音声制御回路５５とが接続されている。
【００３１】
　また、ＣＰＵ４５には、背景映像が記録されたＣＤ－ＲＯＭを再生するＣＤ－ＲＯＭプ
レーヤ６０と、このＣＤ－ＲＯＭプレーヤ６０から読出された背景映像データおよびＨＤ
Ｄ５１から読出された曲データ中の歌詞映像データを入力し、モニタ１２，１４に表示さ
れる映像として、図１８に示すように、背景映像２００中に歌詞映像２０２がスーパーイ
ンポーズされた映像を作成したり、歌詞映像２０２にテロップ２０４をかけたりする映像
制御回路６１が接続されている。
　さらに、ＣＰＵ４５には、受信窓３８内のフォトダイオードなどの受光素子３８ａによ
り受光された光信号をデジタル信号に変換する受信回路６２と、予約曲リストデータなど
を光信号に変換する送信回路６６と、制御装置の前面パネルに設けられた各種ボタンを押
したときに点灯するＬＥＤおよび設定終了表示用ＬＥＤ６５、選曲番号表示体２３および
予約曲数表示体２４へ表示信号を出力する表示回路６３と、上記各種ボタンを押したとき
に発生するスイッチング信号を入力する入力回路６４とが接続されている。
　なお、送信回路６６および発光素子５９ａが、本発明の第１の送信手段に相当し、受信
回路６２および受光素子３８ａが、第１の受信手段に相当する。
【００３２】
　次に、アンプ１６の構成について図５および図６を参照して説明する。
　図５は、アンプ１６の前面パネルの外観を示す説明図であり、図６は、アンプ１６の内
部構造の一部を示すブロック図である。
　アンプ１６の前面パネルの左上には、電源ボタン１６１が設けられており、その右には
、主音量を調整するボリュームつまみ１６２と、演奏の音量を調整する演奏ボリュームつ
まみ１６３と、演奏とボーカルとの音量バランスを調整するバランスつまみ１６４と、演
奏の低音の強弱を調整する低音調整つまみ１６５と、演奏の高音の強弱を調整する高音調
整つまみ１６６とが設けられている。
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【００３３】
　また、高音調整つまみ１６６の右には、マイクロフォン１７から入力される音声にかけ
るエコーの強弱を調整するエコー調整つまみ１６８と、マイクロフォン１８から入力され
る音声にかけるエコーの強弱を調整するエコー調整つまみ１６９と、エコーのＯＮ／ＯＦ
Ｆを行うエコースイッチ１７０とが設けられている。さらに、ボリュームつまみ１６２の
下には、演奏される曲のキーを低くするためのフラットキー２９と、キーを標準にする標
準キー３０と、キーを高くするシャープキー３１とが設けられており、その下にはマイク
ロフォン１７の出力レベルを調整するマイクレベル調整つまみ１７１が設けられており、
その右には、マイクロフォン１８の出力レベルを調整するマイクレベル調整つまみ１７２
が設けられている。
【００３４】
　またさらに、その右方には、マイクロフォン１７，１８から入力される音声にかけるデ
ィレイの強弱を調整するディレイ調整レバー１７３と、マイクロフォン１７，１８から入
力される音声の低音の強弱を調整する低音調整レバー１７４と、マイクロフォン１７，１
８から入力される音声の高音の強弱を調整する高音調整レバー１７５とが設けられており
、前面パネルの左下には、マイクロフォン１７のマイクジャックを差し込むマイク端子１
７６と、マイクロフォン１８のマイクジャックを差し込むマイク端子１７７とが設けられ
ている。
　なお、上記各種つまみおよびレバー１６１ないし１７５および制御回路１６ｄが、本発
明の調整手段に相当する。
【００３５】
　次に、アンプ１６の内部には、図６に示すように、マイク端子１７６，１７７から入力
される音声信号をエコーやディレイなどの効果が掛かった音声信号に変換するエフェクタ
回路１６ｅが設けられており、音声入力端子１６ｊには、この音声入力端子１６ｊから入
力される音楽信号の音程を制御する音程制御回路１６ｆが接続されている。エフェクタ回
路１６ｅから出力される音声信号と、音程制御回路１６ｆから出力される音楽信号とは、
ミキシング回路１６ａによりミキシングされ、このミキシング回路１６ａから出力される
ミキシング信号は、次段の増幅回路１６ｂにより増幅され、この増幅された増幅信号は、
スピーカ端子１６ｃからスピーカ１１，１１およびスピーカ１３，１３へ出力され、これ
ら両スピーカにより再生される。
【００３６】
　また、エフェクタ回路１６ｅ、音程制御回路１６ｆおよび増幅回路１６ｂは、制御回路
１６ｄから出力される制御信号により制御されており、その制御信号のレベルは、上記各
調整つまみおよび調整レバー１６２ないし１７５の操作により変化する。制御回路１６ｄ
から出力される制御信号は、ＣＰＵ１７８により取り込まれ、その制御信号により示され
るレベルの大きさは、アンプモードデータとしてＲＡＭ１７９に一時記憶される。上記各
調整つまみおよび調整レバー１６２と制御回路１６ｄとの間には、トランジスタにより構
成されるスイッチ１８０が接続されており、このスイッチ１８０は、ＣＰＵ１７８から出
力されるスイッチング信号によりＯＮ、または、ＯＦＦする。
【００３７】
　次に、送信器７０の構成について図７ないし図１０を参照して説明する。
　図７（Ａ）は、送信器７０の表面の外観を示す説明図であり、図７（Ｂ）は、送信器７
０の裏面の外観を示す説明図である。図８は、送信器７０の内部構造の一部を示すブロッ
ク図であり、図９は、送信器７０から送信される送信信号の説明図である。図１０（Ａ）
は、送信データの一例を示す説明図であり、図１０（Ｂ）は、識別データの説明図である
。
　送信器７０には、選曲された曲の選曲番号、制御装置２０の送信窓５９から送信される
送信信号を受信中であることを示すメッセージ、送信器７０から制御装置２０へ送信信号
を送信中であることおよび送信を終了したことを示すメッセージなどを液晶ディスプレイ
により表示する表示部７１が設けられている。
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【００３８】
　この表示部７１の下には、アンプ１６に設けられたボタンと同じ作用を行うフラットキ
ー７２、標準キー７３、シャープキー７４、テンキー７５、選曲キー７６が設けられてい
る。それらボタンの下には、制御装置２０の再生モード、または、アンプモードを送信器
７０から送信された新たなモードに変更して設定する場合に押す設定ボタン９２と、制御
装置２０から送信される送信信号に含まれる予約曲リストデータ、再生モードデータおよ
びアンプモードデータなどの記憶が終了したことをＬＥＤにより表示する記憶終了表示用
ＬＥＤ９３と、送信器７０に記憶されている各データを制御装置２０へ送信する場合に押
す送信ボタン７７と、制御装置２０から送信される各データを受信する場合に押す受信ボ
タン７８とが設けられている。
【００３９】
　次に、送信器７０の裏面には、電池の収容部を覆う電池カバー８１が設けられており、
その下には、送信器７０を送信モード、または、受信モードに切り替えるためのモード切
替スイッチ８２が設けられている。
　送信器７０から送信される送信信号１００は、図９に示すように、ヘッダデータ１０１
と、送信器７０の型式を示すカスタムデータ１０２と、識別データ１０３と、予約曲リス
トデータ、再生モードデータおよびアンプモードデータなどの送信データ１０４と、エン
ドデータ１０５とから構成される。
【００４０】
　識別データ１０３は、図１０（Ｂ）に示すように、Ｄ０ないしＤ７の８ビットのデータ
から構成されており、Ｄ７は、通常の送信であるか上記各データの送信であるかを示すデ
ータであり、たとえば、Ｄ７が「０」の場合は通常の送信を示し、「１」の場合は上記各
データの送信を示す。また、Ｄ０ないしＤ６は、送信データ１０４のトータルバイト数を
示す。
　つまり、制御装置２０において受信されたデータのバイト数が上記トータルバイト数と
一致するか否かを検出して表示することにより、何らかの障害により、データが正確に受
信されなかったことを知らせることができる。
【００４１】
　たとえば、図１０（Ａ）に示すように、送信データ１０４が、選曲番号１２３４５、選
曲番号２５４３および選曲番号１２１１１により示される曲を順次再生することを示す予
約曲リストデータ（１７バイト）と、２コーラスのみを再生するとともに後奏部分をカッ
トすることを示す再生モードデータ（２バイト）と、音程を１つ下げる（ｂ１）とともに
エコーをレベル２に設定することを示すアンプモードデータ（２バイト）とから構成され
る場合は、トータルバイト数は、１７バイト＋２バイト＋２バイト＝２１バイトとなる。
　したがって、Ｄ０＝１、Ｄ１＝０、Ｄ２＝１、Ｄ３＝０、Ｄ４＝１、Ｄ５＝０、Ｄ６＝
０となる。
【００４２】
　また、送信器７０の内部には、図８に示すように、制御装置２０の送信窓５９から送信
され、受信窓８０内のフォトダイオードなどの受光素子８０ａにより受信された信号を入
力してデジタル信号に変換する受信回路９０が設けられており、この受信回路９０により
変換されたデジタル信号を構成するデータは、ＣＰＵ８３により第２の記憶手段たるＲＡ
Ｍ８６、または、ＲＡＭ８７に書き込まれる。また、それら書き込まれたデータは、ＣＰ
Ｕ８３により読出されるとともに、ＲＡＭ８４に一時保存され、更にこのＲＡＭ８４から
読出されるとともに、送信回路８９により送信信号に変換され、送信窓７９に内蔵された
ＬＥＤなどの発光素子７９ａから送信される。
　さらに、ＣＰＵ８３により実行されるプログラムが記憶されたＲＯＭ８５と、記憶終了
ＬＥＤ９３および記憶終了表示用ＬＥＤ９３に表示信号を出力する表示回路８８と、電池
９１とが設けられている。
　そして、上記各ボタンを押したときに、そのボタンが有する機能に対応する信号が、発
光素子７９ａから送信される。
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【００４３】
　次に、ある部屋でカラオケをしている者が、他の部屋へ移動した場合に、自分がいた部
屋で予約した曲をその移動した部屋の予約リストに組み込んで再生する場合のカラオケ装
置１０の一連の動作について図を参照して説明する。
　なお、ここではＡ室からＢ室へ移動したものとする。
　図１１は、カラオケ装置１０の制御装置２０に備えられたＣＰＵ４５の主な制御内容を
示すフローチャートである。図１２は、Ａ室のカラオケ装置で記憶された予約曲リストデ
ータを送信器に記憶させる場合のＣＰＵの制御内容を示し、右側のフローチャートがＡ室
の制御装置２０のＣＰＵ４５の制御内容であり、左側のフローチャートが送信器７０のＣ
ＰＵ８３の制御内容である。図１３は、送信器７０に記憶された予約曲リストデータをＢ
室の制御装置２０に記憶させる場合のＣＰＵの制御内容を示し、左側のフローチャートが
送信器７０のＣＰＵ８３の制御内容であり、右側のフローチャートがＢ室の制御装置２０
のＣＰＵ４５の制御内容である。
【００４４】
　まず、Ａ室で使用している送信器７０の裏面に設けられたモード切替スイッチ８２を受
信側にスライドさせて受信モードに切り替える（図１２のステップ２００）。続いて、送
信器７０の受信ボタン７８を押して受信待機状態に設定する（ステップ２１０）。そして
、送信器７０の受信窓８０をＡ室の制御装置２０の送信窓５９に向けて制御装置２０の送
信ボタン４９を押すと（ステップ２７０）、制御装置２０内のＲＡＭ４６に記憶されてい
る予約曲リストデータが読み出されるとともに、その予約曲リストデータを含む送信信号
１００が送信回路６６を介して送信窓５９から送信される（ステップ２８０）。
【００４５】
　この送信された送信信号は、送信器７０の受信窓８０内の受光素子８０ａにより受信さ
れるとともに、受信回路９０によりデジタル信号に変換され（ステップ２２０）、送信信
号１００に含まれるエンドデータが受信されると（ステップ２３０）、データ受信モード
が終了し（ステップ２４０）、受信された送信信号に含まれる予約曲リストデータがＲＡ
Ｍ８６に格納され（ステップ２５０）、記憶終了表示用ＬＥＤ９３が点灯する。
　このように、Ａ室のカラオケ装置１０に記憶されている予約曲リストデータを送信器７
０に容易に記憶させることができる。
【００４６】
　次に、Ａ室にいる者が、送信器７０をもってＢ室へ移動し、送信器７０に記憶されてい
る予約曲リストデータをＢ室の制御装置２０に記憶させる場合を説明する。
　まず、送信器７０のモード切替スイッチ８２を送信側に切替えて送信モードに設定し（
図１３のステップ３００）、送信器７０の送信窓７９を制御装置２０の受信窓３８に向け
て送信ボタン７７を押すと（ステップ３１０）、ＲＡＭ８６に記憶されている予約曲リス
トデータが読出され（ステップ３２０）、その予約曲リストデータを含む送信信号１００
が、送信回路８９を介して送信窓７９内の発光素子７９ａから送信される（ステップ３３
０）。
【００４７】
　その送信された送信信号１００は、制御装置２０の受信窓３８内の受光素子３８ａを介
して受信回路６２により受信され（ステップ３４０）、受信された送信信号に含まれる予
約曲リストデータがＲＡＭ４６に書き込まれ（ステップ３５０）、図１９に示すように、
モニタ１２，１４に予約曲リストデータに基づく予約曲リストを示す予約曲リスト映像２
０６が表示される（ステップ３７０）。
【００４８】
　このように、本実施形態のカラオケシステムによれば、Ａ室からＢ室へ移動する場合に
、Ａ室において記憶されている予約曲リストデータを送信器７０に記憶させ、その送信器
７０に記憶されている予約曲リストデータをＢ室のカラオケ装置１０に記憶させることが
できる。
　したがって、移動した部屋において曲の再生を予約し直す手間を省くことができる。
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【００４９】
　次に、Ｂ室でカラオケする場合のカラオケ装置１０の一連の動作について図１１のフロ
ーチャートを参照して説明する。
　選曲が終了すると（ステップ１００）、ＲＡＭ４６に記憶されている予約曲リストデー
タの中の第１番目の曲番号データに対応する曲データの送信要求を示すリクエスト信号が
サーバー５２へ送信される（ステップ１１０）。すると、サーバー５２は、自己のＨＤＤ
１５から上記リクエスト信号に示される曲番号に対応する曲データを検索して読出し、そ
の読出された曲データは、通信回線５を介して制御装置２０により受信され（ステップ１
２０）、ＨＤＤ５１への一時保存が開始される。
【００５０】
　続いて、曲データのＨＤＤ５１への保存が終了すると、ＨＤＤ５１から曲データが読出
され、曲データに含まれる歌詞映像データは、映像制御回路６１に入力され、モニタ１２
，１４に表示可能な歌詞映像信号に変換される。また、曲データには、曲のジャンルを特
定するジャンルデータが含まれており、このジャンルデータに対応する背景映像データが
ＣＤ－ＲＯＭプレーヤ６０により読出されるとともに、映像制御回路６１に入力され、背
景映像信号に変換される。
　つまり、背景映像および歌詞映像は、図１８に示すように、背景映像２００の中に歌詞
映像２０２がスーパーインポーズされる形で表示される。
【００５１】
　また、曲データに含まれるＭＩＤＩデータは、シーケンサ５６に取り込まれ、タイマ５
８のカウントにしたがってＭＩＤＩ音源５７に書き込まれる。ＭＩＤＩ音源５７から出力
される音楽信号は、音声制御回路５５へ出力され、アンプ１６によって増幅可能な音楽信
号に変換される。この変換された音楽信号は、音声出力端子４１からアンプ１６の音声入
力端子１６ｊへ出力され、ミキシング回路１６ａに入力される。また、マイクロフォン１
７，１８から入力された音声は、音声信号となってアンプ１６に内蔵されたエフェクタ回
路１６ｅにおいてエコー、または、ディレイなどの効果が掛けられ、マイクミキシング回
路１６ｂにより、上記音楽信号とミキシングされ、このミキシングされたミキシング信号
は、増幅回路１６ｃにより増幅された後にスピーカ１１，１１、スピーカ１３，１３へ出
力され、両スピーカによって音楽信号および音声信号が再生される（ステップ１３０）。
【００５２】
　つまり、Ｂ室へ移動した者は、予約された曲をモニタ１２，１４の画面に映し出された
背景映像２００および歌詞映像２０２を見ながらマイクロフォン１７，１８を通して歌う
（カラオケする）ことができる。
　そして、予約曲リストデータがある場合には、予約曲の選曲番号データが読出され（ス
テップ１５０）、上記ステップ１１０ないしステップ１４０が繰り返される。
　このように、Ａ室で予約した曲をＢ室で予約順に歌うことができる。特に、時間切れに
なって時間を延長しようとしても、次の予約が入っているために他の部屋へ移動せざるを
得ない場合があるが、そのような場合であっても、移動する前の部屋における予約状態を
そのまま次の部屋で容易に再現できるため、予約のための面倒な操作をする必要がない。
しかも、Ａ室での予約数が多い場合であっても、そのままＢ室で正確に再現できる。
【００５３】
　次に、本発明第２実施形態のカラオケシステムについて図を参照して説明する。
　本第２実施形態のカラオケシステムは、Ａ室のカラオケ装置１０において設定された２
コーラスおよび後奏カットなどの再生モードをＢ室において自動的に再現して設定できる
ことを特徴とする。
　図１４および図１５は、制御装置２０のＣＰＵ４５の制御内容を示すフローチャートで
ある。
　なお、Ａ室の制御装置２０のＲＡＭ４８には、上記再生モードを示す設定状態情報たる
再生モードデータが記憶されている。また、予約曲リストデータがＲＡＭ４６から読み出
される際に、ＲＡＭ４８から再生モードデータも読出され、予約曲リストデータと共に送
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信回路６６を介して送信窓５９から送信器７０へ送信され、送信器７０のＲＡＭ８７に記
憶されているものとする。
【００５４】
　まず、Ｂ室の制御装置２０は、送信器７０から送信された送信信号１００を受信し、そ
の送信信号に含まれる予約曲リストデータおよび再生モードデータをＲＡＭ４８に格納し
（図１５のステップ３５０）、その格納されたデータに再生モードデータが含まれている
場合は（ステップ３５１）、モニタ１２，１４に「予約されている曲は、２コーラスのみ
で後奏部分をカットして歌う設定にしますか。設定する場合は、送信器の設定ボタンを押
してください。」と表示する（ステップ３５２）。続いて、所定時間内に設定ボタン９２
が押されると（ステップ３５３）、制御装置２０のＲＡＭ４８にそれまで記憶されている
再生モードデータを上記受信した新たな再生モードデータに更新し（ステップ３５４）、
制御装置２０の設定終了表示用ＬＥＤ６５が点灯し（ステップ３５５）、設定終了を知ら
せる。
【００５５】
　そして、Ｂ室の制御装置２０のＣＰＵ４５は、図１４に示すように、曲データを受信し
た後に（ステップ１２０）、ＲＡＭ４８に再生モードデータが記憶されているかを判定し
（ステップ１２２）、記憶されている場合には、再生モード制御を実行する（ステップ１
３０）。この再生モード制御は、その制御内容を示す図１６のフローチャートに示すよう
に、再生モードデータに２コーラスデータが含まれているかを判定し（ステップ１３１）
、含まれている場合には、曲の２コーラス目の再生が終了すると（ステップ１３２）、メ
インルーチンへ戻って再生を終了する（ステップ１５０）。
【００５６】
　また、再生モードデータに２コーラスデータが含まれていない場合には、後奏カットデ
ータが含まれているかを判定し（ステップ１３３）、含まれている場合には、曲の後奏部
分の再生開始が検出されるのを待って（ステップ１３４）、メインルーチンへ戻り、再生
を終了する（ステップ１５０）。
　このように、本第２実施形態のカラオケシステムによれば、Ａ室のカラオケ装置１０に
設定されていた再生モードをＢ室において再度設定する手間を省くことができる。
　なお、設定終了表示用ＬＥＤ６５の点灯に代えて、モニタ１２，１４に設定終了を示す
メッセージ映像を表示するように構成することもできる。
【００５７】
　次に、本発明第３実施形態のカラオケシステムについて図を参照して説明する。
　本第３実施形態のカラオケシステムは、Ａ室のアンプに設定されている音程、エコー、
ディレイおよび音量のレベルなどの調整状態をＢ室において自動的に再現して設定できる
ことを特徴とする。
　図１７は、Ｂ室の制御装置２０のＣＰＵ４５の制御内容を示すフローチャートである。
　なお、Ａ室のカラオケ装置１０に設けられたアンプ１６内のＲＡＭ１７９には、検出回
路１６ｄからエフェクタ回路１６ｅ、音程制御回路１６ｆおよび増幅回路１６ｂへ出力さ
れている制御信号のレベル、すなわち、アンプ１６の調整状態を示すアンプモードデータ
が記憶されている。また、予約曲リストデータがＲＡＭ４６から読み出される際に、ＲＡ
Ｍ１７９からアンプモードデータも読出され、入出力端子１６ｈから制御装置２０の入出
力端子４２を介してＲＡＭ４８に格納された後に予約曲リストデータと共に送信回路６６
を介して送信窓５９から送信器７０へ送信され、送信器７０のＲＡＭ８７に記憶されてい
るものとする。
【００５８】
　まず、Ｂ室の制御装置２０は、送信器７０から送信された送信信号１００を受信し、そ
の送信信号１００に含まれる予約曲リストデータおよびアンプモードデータをＲＡＭ４８
に格納し（図１７のステップ３５０）、その格納されたデータにアンプモードデータが含
まれている場合は（ステップ３６１）、モニタ１２，１４に「アンプの調整状態をＡ室の
アンプと同じ状態に設定にしますか。設定する場合は、送信器の設定ボタンを押してくだ
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さい。」と表示する（ステップ３６２）。続いて、所定時間内に設定ボタン９２が押され
ると（ステップ３６３）、制御装置２０のＲＡＭ５０にそれまで記憶されているアンプモ
ードデータを上記受信した新たなアンプモードデータに更新し（ステップ３６４）、制御
装置２０の設定終了表示用ＬＥＤ６５が点灯し（ステップ３６５）、設定終了を知らせる
。
【００５９】
　このように、本第３実施形態のカラオケシステムによれば、Ｂ室のアンプを再度調整し
なくても、Ａ室のアンプの調整状態に、容易、かつ、正確に設定できる。
　したがって、Ａ室で歌っていたときと同じ音響効果で歌うことができるため、違和感を
感じることがない。
　なお、設定終了表示用ＬＥＤ６５の点灯に代えて、モニタ１２，１４に設定終了を示す
メッセージ映像を表示するように構成することもできる。
【００６０】
　上記各実施形態では、カラオケシステムとして通信カラオケ装置を用いたカラオケシス
テムを代表に説明したが、光ディスクに記録された曲データを再生するカラオケ装置を用
いたカラオケシステムにも本発明を適用することができる。
【００６１】
　ところで、ＣＰＵ４５により実行されるステップ２８０が本発明の第１の送信手段とし
て、ステップ３４０が第１の受信手段として、ステップ３５０が書込手段として、ステッ
プ２２０が第２の受信手段として、ステップ２５０が第２の記憶手段として、ステップ３
００ないしステップ３３０が第２の送信手段としてそれぞれ機能する。
　また、ＣＰＵ４５により実行されるステップ１３１ないしステップ１３４が本発明の再
生禁止設定手段として、ステップ３５１ないしステップ３５４が設定状態変更手段として
それぞれ機能し、ＣＰＵ８３により実行されるステップ２６０が、記憶終了表示手段とし
て機能する。
　さらに、ＣＰＵ４５により実行されるステップ３６３およびステップ３６４が本発明の
調整状態変更手段として、ステップ３７０が再生順序情報表示手段として、ステップ１２
０が楽曲情報受信手段としてそれぞれ機能する。
【００６２】
【発明の効果】
　以上のように、本発明によれば、ある部屋で予約された楽曲情報の再生順序を容易、か
つ、正確に他の部屋で再現するとともに、その再現された再生順序にしたがって楽曲情報
を再生できる楽音再生システムを実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明実施形態のカラオケシステムの主要構成を示すブロック図である。
【図２】　本発明実施形態のカラオケシステムに用いられるカラオケ装置の外観説明図で
ある。
【図３】　（Ａ）は、カラオケ装置に備えられた制御装置の前面パネルの説明図であり、
（Ｂ）は、制御装置の背面パネルの説明図である。
【図４】　制御装置の制御系の構成を示すブロック図である。
【図５】　アンプの外観説明図である。
【図６】　アンプの主要内部構成を示すブロック図である。
【図７】　（Ａ）は、送信器の表面の外観説明図であり、（Ｂ）は、送信器の裏面の外観
説明図である。
【図８】　送信器の主要内部構成を示すブロック図である。
【図９】　送信信号の説明図である。
【図１０】　（Ａ）は送信データの説明図であり、（Ｂ）は識別データの説明図である。
【図１１】　ＣＰＵ４５の主要制御内容を示すフローチャートである。
【図１２】　右側のフローチャートは、Ａ室のＣＰＵ４５の制御内容を示し、左側のフロ
ーチャートは、送信器のＣＰＵ８３の主要制御内容を示す。
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【図１３】　左側のフローチャートは、送信器のＣＰＵ８３の主要制御内容を示し、右側
のフローチャートは、Ｂ室のＣＰＵ４５の制御内容を示す。
【図１４】　モード制御を行う場合のＣＰＵ４５の主要制御内容を示すフローチャートで
ある。
【図１５】　再生モードデータを更新する場合のＣＰＵ４５の制御内容を示すフローチャ
ートである。
【図１６】　再生モード制御を行う場合のＣＰＵ４５の制御内容を示すフローチャートで
ある。
【図１７】　アンプモードデータを更新する場合のＣＰＵ４５の制御内容を示すフローチ
ャートである。
【図１８】　モニタに表示された背景映像および歌詞映像を示す説明図である。
【図１９】　モニタに表示された予約曲リスト映像を示す説明図である。
【符号の説明】
　１０　　　　　カラオケ装置
　１１，１３　　スピーカ
　１２，１４　　モニタ
　１５，５１　　ＨＤＤ
　１６　　　　　アンプ
　１７，１８　　マイクロフォン
　２０　　　　　制御装置
　４５，８３　　ＣＰＵ
　５２　　　　　サーバー
　５　　　　　　通信回線
　６０　　　　　ＣＤ－ＲＯＭプレーヤ
　７０　　　　　送信器
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

(17) JP 3868552 B2 2007.1.17



【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】
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